緊急メッセージ！　至急、これをホームの投票メンバーと一緒に読んで下さい！
ＰＲボードより、全ホームへ
２００５年４月５日
愛する皆さんへ、
GBY！　皆さんの証しが実り豊かなものであるように、そして、主が皆さんの迫害への準備を導いてくださっているように、祈っています。いつも私たちのために祈ってくださって、本当にありがとう！　皆さんの祈りを通して、主が素晴らしい勝利を収める事を私たちは確信しています。
１）最新情報：4月6日発売のニューズウィークに、私たちの中傷記事が出版されます。
ＧＮ＃１１１９：２３　で、ピーターは次のように書いています。

　　　「このような状況について詳細を知りたいと思うのは自然なことですが、どうか、ニュース・メディアやインターネットから真実を知ることはないと思って下さい。残念なことに、最も敵意ある背教者たちがマスコミに連絡し、大量の情報を吹き込みました。ほとんどの新聞報道は全体像を説明してもいないし、信頼のおける学者たちが出版した、ファミリーに関する正式な研究結果にはふれてもいません。」
　　　というわけで、私達は、必ずしも皆さんにこの記事を読むように勧めているわけではないことを理解して下さい。ＰＲボードで読んで、友人などへの説明に必要とされる情報を後でお知らせする予定です。
２）HCSの具体的な対策例：
1 祈りと賛美のミーティング。また一日を通して祈りと賛美を絶やさずに。
2 声明文を学習して、質問に答えられるように。
· 虐待、教育、リッキーの死などに関する声明文を優先順序にして学習する。
· 添付ファイル：「ファミリー・インターナショナルを代表して、クレア・ボロウィックによる概要説明」は、リッキーの事件以後、焦点の当たっているものを取り上げ、とてもインパクトのある凝縮判の声明で参考になります。）
3 スクーリング記録を整理
4 子供たちについて
· 年齢にあった受け答えの練習をする。（すでに送られているファイル：「子供が外部の人からの質問に答えるのを助ける」）
３）外部者のフォローアップの大切さ：
＜羊やコンタクトへの説明＞
· 第三者から伝わるよりも、私たちが事前に必要な資料を持参して説明する方が受け入れやすく、また好意的に見てくれる。
· 一人一人の状態が違うので、必ず祈り、どのように説明するか、どんな資料をあげるのが良いのかなど、主の導きを得て下さい。
· 特にリッキーの声明文は、ただ送るだけだと恐れを抱かせてしまうこともありますので、直接会って説明する方がいいでしょう。
４）考えられる質問と回答例：

前書き：ここで、今起こっているメディアの迫害に関して持ち上がってくるかもしれない一つのポイントについて簡単に説明したいと思います。それは、メディアによる攻撃をもたらしている原因として、敵が何を並びたてようと、それはすべて敵が私達ファミリーの行っている良き仕事や証しを破壊するために起こしている迫害だということを認識することはとても大切です。また、私たちが戦っているのは、人ではなく、迫害を起こしているサタンと彼の軍勢だということを覚えておくこともとても大切です。

ＧＮ＃１１２０：２４４．（イエス：）そんなのは一言も信じるな！　人々があなたを憎むことにどんな言い訳を使おうが、あなたを迫害するのにどんな理由を考え出そうが、あなたがたは長い目で見て、ただ義のために迫害を受けていると悟らなくてはならない。あなたはわたしが告げた仕事をしており、敵はそれを嫌っているからなのだ。

２４７．人々は、自分なりの理由があり、あなたがたの活動が停止されたり、禁じられたり、さらには投獄されたり殺されたりすべきだとする原因や因縁があると考えるが、実際は、悪鬼的な抑圧者によって嘘を吹き込まれ、間違った方向に操られているだけなのだ。悪鬼たちは、過去の間違いや、いわゆる欠如や欠点など気にしない。地獄の悪鬼が気にしているのはただ一つ、現在この地上における最も活発なクリスチャンの何人かを踏みつぶすことだけだ。つまり、あなたがたのことだ！　あなたは敵に最大のダメージを与えており、それゆえナンバーワンの敵になっている。それが理由で、あなたは多くの注目や非難を集めているのだ。
◆Ｑ＆Ａ◆
これは、ファミリー・インターナショナルからの正式な回答ではありませんので、このまま印刷してあげないで下さい。友人などを相手に個人的な答えを与える際の参考にするためのものです。
＊児童虐待に関する質問：
Ｑ．ファミリー・インターナショナルのコミュニティー内では、今でも児童虐待が行なわれているのか？

Ａ１．（ファミリーの子供達に会ったことがある場合：）子供たちが虐待を受けているように見えますか？

Ａ２．いいえ。ファミリーは、未成年への虐待を一切許容せず、虐待者は破門に処されるという方針をとっています。この破門措置は１９８８年以来実施されています。

Ａ３．一切許容されていません。ファミリーのコミュニティーにいる子供たちは、親から愛され、世話され、神の教えにそった方法で育てられるようにと送られた、神からの贈り物として、大切にされています。
Ｑ．（虐待について特定のケースを話しに出してきたら）

Ａ１．私は、個人的には、何が起こったのか知りません。それが真実なのか、誇張なのか知りませんが、現在、ファミリーでは、いかなる児童虐待に関しても、破門措置がとられています。

Ａ２．ファミリーの中では、厳しいルールがあるので、そのようなことが起こるのは、極めて稀です。しかし、誰も完璧ではありません。個人がファミリーのルールを破ってしまうこともあります。しかし、だからと言って、ファミリーが虐待を容認しているということにはなりません。（それは、警察であれ、学校であれ、どんな組織においても、そこに属する個人が罪を犯してしまうことがあるのと同じです。何度も言いますが、虐待行為を一切容認しないという方針は、ファミリーのコミュニティーにいる未成年を虐待からしっかり守っています。）
Ｑ．あなたは、ファミリーの指導者マリア・デービッドの息子リッキー・ロドリゲスの死についてどのように考えているのか？

Ａ１．わたしは、この出来事にショックを受け、深く悲しんでいます。たとえ一人が自殺しただけでも、命が失われることは実にいたましく、それを軽く見るべきではないと思います。

Ａ２．リッキーやアンジェラに関しては、ホームページで詳しいことをお読みになれます。英語のサイトですが、思い出の数々を綴った写真などをご覧になれます。アドレスは、△△です。
（リッキーとアンジェラに関する声明文に精通することによって、それに関連した質問に答えられるように準備をしてください。）
＊ホームスクーリングと日本語教育についての質問：
（これに関しては、添付したＦＥＤ／ＣＰボードからのＱ＆Ａを参照してください。その際自分のホームの状況に合った適切な答え方をすることはとても大切です。）
Ｑ．日本人なのに英語を話すのはどうしてか？　日本語は教えないのか？

Ａ１．日本語という自分の島国だけの言葉を話せていれば、それで大丈夫という枠を乗り越えて、宣教師となるというビジョンのもとに世界に羽ばたくために、英語教育に力が注がれて来ている。だからバイリンガルになるということは容易ではないものの、教える側も、教えられる側も大いにチャレンジを感じている。

Ａ２．英語会話能力に関しては、日本はアジア諸国の中でもかなり遅れていると聞いています。現在、英語でコミュニケーションできる若者はとても少ないのが現状です。日本政府も、今では、若者や子供達が英語を学ぶ重要性を認識しています。私達は、何年も前からそれを見越して子供たちの英語教育に力を入れてきました。しかし、日本語の面でも遅れをとらないように、特別な日本語のカリキュラムを組んでバイリンガルの子供達を育てるように日夜努力しています。
Ｑ．どうして、ファミリー・インターナショナル日本連絡所は「フライデー」や「ニューズウィーク」に対して取材拒否をしたのか？
Ａ．
1 弁護士と友人（元ジャーナリスト）からの提案で、「答える必要はない。」とのアドバイスをもらった。（注：もちろん、私たちは、主にこのことを尋ね、主が示されたことに従いました。）
2 「教育のことについて取材をしたい」と言っていたのにもかかわらず、始めから私たちの教育（ホームスクーリング）を中傷しようとしているような印象を受ける質問であったこと。
3 アポイントを取ってきてからお願いします。と言ったことに対し、「申し訳ない」と言っていたのにも関わらず、その後二度も突然玄関先まで来て、質問を畳み掛けてきた。
4 「ニューズウィーク」記者は「フライデー」の取材の車に同乗していたのにも拘らず、最後まで身を隠し出てこなかった。
5 「相手側の取材は、もう終わっている」と言いつつ、私たちへは電話で取材目的も告げずに、「もし返事がなければ、そのまま記事を出す。」との脅迫めいた言葉を語った。
6 「取材や質問」というのは名ばかりであり、センセーショナルで否定的な記事がすでに書き上がっているのがわかったから。
（両誌にあてた私たちからの手紙を読むと、これらの理由がもっとよくわかることでしょう。）

上記の理由から、私たちは彼らの質問に答えず、代わりに私たちの真実と事実が書かれている資料を送った。
５）HCSでのフォローアップからのリアクション：
「あなた達の子供たちを見れば、わかります。」
「私に何か助けられることはありますか？」
「私が、あなた達の代わりに言ってあげますよ。」

以上のメッセージが明確であったように願っています。　たとえ今、あたりが暗く見えても、主が全てを支配していて、私たちを終わりの時の特殊部隊として鍛え上げるためにこの迫害を送られた事を覚えていてください。GNで書かれているように：

ML#３４２０：３２．（ママ：）私たちが迫害について話し始めると、みんないわば少し気を動転させますが、それに関連している約束はとてもたくさんあるのです。そして主は、単にあなたを恐れさせたり、あなたが強いかどうか見ようとして悪い経験をさせるために、何かをする事はありません。それが目的ではありません。主は、仕事のためだけでなく、あなた個人のためによい実を結ぶのでない限り、御自身の子供たちに何かが起こるのを許しはしません。

ですから、おびえるのではなく、できるだけの準備をして、あとは主がこれを通して成される事について主をほめたたえましょう。アーメン？

この否定的な報道が大いなる証しの機会を与え、真理をさらに力強く宣べ伝える触媒となり、その結果として、ファミリーがより強く団結するように必死に祈りましょう。私達は、皆さんを心から愛しています。
たくさんの愛と祈りをこめて、

あなたのＰＲボード

eom

